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TMT用中間赤外線装置MICHIの初期フィージビリティスタディ　　　
Preliminary design study of MICHI, a mid-IR instrument for the TMT
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TMT用の中間赤外線観測装置として、MICHI(Mid-Infrared Imager, High-disperser, and Integral field unit
(IFU) spectrometer) の検討を進めている。この装置は、星周円盤観測による惑星形成過程の解明、系外銀河の
活動性や銀河スケールのダークマター分布の解明、宇宙における物質循環の解明などをめざしている。これらの
サイエンスケーススタディに基づき、装置に必要な仕様として、7.3-13.8および 16-25µmで 30mの回折限界を
実現する AO、これらの波長域での、撮像・IFU機能を持つ低分散分光・高分散分光の機能、および偏光観測が
挙げられている。これらの仕様を実現するための装置の初期フィージビリティスタディとしての光学設計検討を
行った。AOとしては、すでに検討がされているMIRAOシステム (Liang et al. 2006, Chun et al. 2006)をその
まま用いる。撮像・高分散機能については、MIRES(Elias et al. 2006)の光学系を再度検討し直し、反射系で構
成しつつ、視野の拡張など改良を行った。また前光学系を冷却チョッパを搭載するように改良した。前光学系は
IFUと共通とし、冷却チョッパ背後に折曲鏡を入れることで IFUに光を送り込むリレー光学系を設けた。IFU低
分散分光については、Nバンド用の検討を行い、2”x5”を 22スライスし、対になる 2個の対称な光学系を用いて
1kx1k array 2個の上にスペクトルを結像させる。本講演では、これらの検討の状況について報告する。


